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Ⅰ．研究概要 

 本研究では再骨折のリスクが高い大腿骨近位部骨折後の高齢女性を対象に、部位別骨密度

を年代別で比較した。Dual Energy X-ray Absorptiometry（Horizon Ci, Hologic Inc., USA) 

を用い、頸部、転子部、転子間部、Ward's 三角の骨密度を測定し、Young Adult Mean 値*1

を算出した。 

 

【用語説明】 
*1 Young Adult Mean value (YAM 値): 若年成人の骨密度の平均を 100%とした時、測定 

した骨密度を百分率で表す。 

*2 海綿骨: 骨の内側部にある網目状の組織で、緩衝作用を有する。 

 

 

 
 

 
Fig. 部位別の大腿骨骨密度の YAM 値 

I: 65～79 歳, Ⅱ: 80～89 歳, Ⅲ: ≥90 歳. *: p < 0.05, **: p < 0.01, ***: p < 0.001. 

YAM 値:Young Adult Mean. 群間比較は一元配置分散分析、有意差が認められた場合 

には、事後検定として Scheffé’s の多重比較を実施した。 
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Ⅱ．今後の展開 

 本研究の限界として、横断研究、対象者が少ない点が挙げられる。また、骨密度に関連す

る骨代謝マーカーや骨粗鬆症薬の服薬歴といった交絡因子のデータを収集し、共分散分析で

にて部位別骨密度の特性について検討する。今後、骨粗鬆症に関連する国際学会での発表や

論文投稿を予定している。 
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